
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面

『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

安

藤

信

廣

一
、
本
稿
の
課
題

各
国
の
翻
訳
史
に
は
、
不
思
議
な
で
き
ご
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
吉
田
松
陰

一
八
三
〇
｜
一
八
五
七
）が
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
漢
文
で
読
ん
で
い
た
と
い
う

の
は
、
そ
の
不
思
議
な
で
き
ご
と
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
事

例
を
手
が
か
り
に
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
翻
訳
に

か
か
わ
る
中
国
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
サ
モ
ス
王
の
奴
隷
だ
っ
た
ア
イ
ソ

ポ
ス

A
iso
p
o
s

）、
英
語
呼
称
イ
ソ
ッ
プ

A
eso

p

）が
語
っ
た
と
さ
れ
る
寓
話
集

で
あ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
は
前
六
世
紀
頃
の
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
在
も
た
し

か
と
は
い
え
ず
、
寓
話
集
の
成
立
も
前
三
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
原
『
イ

ソ
ッ
プ
物
語
』
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
は
不
明
と
い
う
ほ
か
に
な
く
、
後
世
の
付
加

改
変
を
経
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
と

に
、
中

近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ

の
過
程
で
改
変
が
か
さ
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

１
）

れ
る
。

し
か
し
、
い
ま
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
『
イ
ソ

ッ
プ
物
語
』
の
翻
訳
史
で
は
な
い
。
そ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
翻
訳
、
こ
と
に
十
九

世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
受
容
に

関
す
る
二

三
の
問
題
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
翻
訳
は
、
中
国
に
比
べ
て
日
本
の
方

が
、
や
や
早
か
っ
た
。
文
禄
二

一
五
九
三
）年
、
天
草
の
イ
エ
ズ
ス
会
学
林

コ

レ
ジ
オ
）に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』

E
S
O
P
O
 
N
O

 
F
A
B
L
A
S

）が
、
そ
の
初
訳
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
口
語
訳
で
、
新
村
出
博

士
の
翻
字
に
よ
り
、『
文
禄
旧
訳
伊
曽
保
物
語
』

明
治
四
十
四
年
、
開
成
館
）、

後
に
『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』

昭
和
三
年
、
改
造
社
）と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面

一



現
在
は
岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。）江
戸
時
代
初
期
、
十
七
世
紀
前
半
に

は
、
数
種
の
文
語
訳
本
が
『
伊
曽
保
物
語
』
の
題
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
。

中
国
で
は
や
や
遅
れ
て
、
明
末
の
天
啓
五

一
六
二
五
）年
、
西
安
で
刊
行
さ
れ

た
『
況
義

きょうぎ
』
が
、
初
訳
と
考
え
ら
れ
る
。
訳
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
イ
エ
ズ
ス

会
士
の
金
尼
閣

N
ico
la
u
s T

rig
u
lt

）で
あ
る
。『
況
義
』
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物

語
』
の
中
の
二
十
二
話
を
訳
し
た
も
の
で
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
『
天
草
本

伊
曽
保
物
語
』）の
七
十
話
に
比
べ
る
と
相
当
少
な
い
。
ま
た
中
国
人
の
筆
録
者
の

名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
金
尼
閣
の
共
同
翻
訳
者
と
考
え
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
近
世
の
初
訳
よ
り
二
百
数
十
年

後
、
十
九
世
紀
の
翻
訳
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
翻
訳
に
お
い
て
は
、
中
国
が
一
歩

先
ん
じ
た
。
清
の
道
光
二
十

一
八
四
〇
）年
、
広
東
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
意い

拾しゅう
喩ゆ

２
）

言げん
』
で
あ
る
。

蒙
昧
先
生
」、

懶
惰
生
」
と
自
称
し
た
英
人
ロ
バ
ー
ト

ト
ー
ム

R
o
b
ert T

h
o
m

）が
、
英
語
版
よ
り
訳
出
し
た
。
訳
出
さ
れ
た
寓
話
の

数
は
、
八
十
一
話
。『
況
義
』
に
比
べ
て
、
ほ
ぼ
四
倍
の
訳
出
数
で
あ
る
。
こ
の

『
意
拾
喩
言
』
の
系
統
か
ら
出
た
一
本
が
、
長
崎
を
経
て
幕
末
の
日
本
に
入
っ
た
。

そ
の
一
本
と
い
う
の
は
『
伊
娑
菩

い
さ
ほ

喩ゆ
言げん
』
で
あ
る
。
こ
の
『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
、

同
書
の
日
本
で
の
受
容
か
ら
見
え
る
中
国

日
本
の
文
化
的
交
流
に
つ
い
て
、
同

書
の
表
現
と
語
彙
の
両
側
面
か
ら
初
歩
的
な
考
察
を
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿

の
課
題
で
あ
る
。
な
お
明
治
に
入
っ
て
か
ら
同
書
に
訓
点
を
付
し
た
『
漢
訳
伊
曽

普
譚
』

明
治
九
年
刊
、
阿
部
弘
国
訓
点
）が
出
た
が
、
こ
れ
も
検
討
の
対
象
と
し

た
い
。

二
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
伝
来

『
意
拾
喩
言
』
と
、
そ
の
系
統
か
ら
出
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
新
村
出
博
士
に
論
考
が
あ
る
。
『
伊
曽
保
物
語
』
の
漢
訳
」

明
星
」
大
正

十
五
年

３
）

一
月
）が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

と
も
か
く
も
此
の
漢
訳
本
『
意
拾
喩
言
』
の
系
統
本
は
、
幕
末
嘉
永
安
政
年

間
に
至
っ
て
、
日
本
に
伝
来
し
た
。
駿
河
田
中
藩
の
増
田
貢
そ
の
号
を
岳
陽

と
い
っ
た
人
の
写
し
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
題
す
る
写﹅
本﹅

傍
点
引
用
者
）を

岡
崎
桂
一
郎
博
士
の
蔵
本
に
よ
っ
て
大
正
初
年
に
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
長
州
の
宍
戸
璣

山
県
半
蔵
、
号
世
衡
）が
安
政
三
年
丙
辰
陽
月
に
跋

を
加
へ
た
も
の
と
、
又
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
吉
田
松
陰
が
再
跋
を
施
し

た
も
の
を
書
加
へ
て
あ
る
。
私
は
そ
れ
ら
の
跋
文
の
な
い
普
通
の
写﹅
本﹅

傍

点
引
用
者
）を
蔵
し
て
を
る
。

こ
の
文
章
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
意
拾
喩
言
』
は
一
八
四
〇
年
に
広
東
で

出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
系
統
本
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
安
政
初

一

八
五
四
）年
頃
の
日
本
に
写
本
の
形
で
伝
来
し
た
の
だ
っ
た
。『
伊
娑
菩
喩
言
』
は

写
本
が
伝
わ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
に
、
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
書

の
原
刊
本
に
対
す
る
関
心
は
、
吉
田
松
陰
の
周
辺
で
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面
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る
。
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
高
杉
晋
作
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
松

陰
刑
死
か
ら
三
年
後
で
あ
る
。
高
杉
晋
作
は
、
文
久
二

一
八
六
二
）年
、
幕
府
派

遣
の
千
歳
丸
に
乗
り
こ
み
上
海
を
訪
れ
た
。
そ
の
折
に
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
前
に
上

陸
、
同
領
事
館
の
と
な
り
に
宿
泊
し
、
上
海
市
内
に
お
い
て
書
物
を
購
入
し
て
い

る
が
、
そ
の
書
目
の
中
に
『
伊
娑
菩
喩
言
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
高

杉
が
上
海
で
同
書
を
求
め
た
の
は
、
松
陰
か
ら
同
書
の
存
在
に
つ
い
て
聞
き
知
っ

て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
内
田
慶
一
「

イ
ソ
ッ
プ
の
東

漸
」
補
遺
｜
｜
「
上
海
施
医
院
」
そ
の
他
」

関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
」
第

十
七
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）に
詳
し
い
。

だ
が
、
高
杉
晋
作
が
舶
載
し
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
原
刊
本
は
、
そ
の
後
の
所

在
が
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
新
村
出
博
士
も
、
み
ず
か
ら
目
に
し
た
も
の

が
「
写
本
」
で
あ
る
こ
と
を
一
々
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
所
在

一
九
九
三
年
、
筆
者
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
、
同
大
学
所
蔵
の
漢
籍

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
一
八
八
三
年
刊
行
の
『
漢
籍
目
録
』C

at-

alogu
e d

es L
ivres C

h
in
ois

(L
eid
e:
E
.
J.
B
rill,

1883)

の
中
に
、F

ables
 

d
’A
esope

(en
 
C
h
in
o
is )

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語

中
国
語
）』）の
書
名
を
見
出
し
た
。

こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
書
名
以
外
に
何
の
説
明
も
無
く
、

刊
行
年
、
刊
行
地
等
の
情
報
も
全
く
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
書

物
の
所
在
自
体
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
中
央
図
書
館
等
に
問
い
あ
わ
せ
て
捜
し
た

が
見
あ
た
ら
ず
、
結
局
同
大
学
の
漢
学
研
究
所

S
in
o
lo
g
isch

 
In
stitu

u
t

）書
庫

の
中
に
同
書
を
発
見
し
た
。
同
書
の
原
題
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
だ
っ
た
。
こ
の
書

こ
そ
、
現
在
日
本
で
所
在
の
分
か
ら
な
い
『
伊
娑
菩
喩
言
』
原
刊
本
で
あ
っ
た
。

同
書
の
書
誌
事
項
を
簡
単
に
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
伊
娑
菩
喩
言
』

上
海
施
医
院
蔵
板

無
刊
記

活
字
刷
。

三
十
八
葉

毎
半
葉
八
行
×
二
十
字
。

図
版
有
り
。
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
七
十
三
条
を
収
載
。

こ
の
刊
本
の
様
態
は
、
新
村
出
博
士
が
見
た
写
本
の
宍
戸
璣
の
跋
文
と
、
完
全

に
符
合
す
る
。
そ
の
跋
文
は
、
次
の
通
り
。

原
漢
文
。
新
村
出
博
士
前
掲
書
の

訓
読
文
に
よ
る
。）

喩
言
七
十
三
条
、
蓋
し
英
人
の
訳
す
る
所
に
し
て
上
海
施
医
院
の
活
字
刷
板

に
係
る
、
其
の
地
名
を
挙
げ
時
世
を
説
く
や
皆
之
を
支
那
に
仮
る
、
是
れ
訳

者
の
苦
心
す
る
所
な
り
、
此
の
書
末
だ
清
舶
の

販
を
経
ず
、
某
氏
の
嘗
て

之
を
俄
艦
中
に
獲
た
る
所
と
云
ふ
。
亦
罕

の
珍
籍
な
り
、
余
借
覧
数
日
乃

ち
謄
し
て
之
を
篋
す
。
宗
本
間
間
人
物
飛
走
を
図
す
、
今
謄
写
に
不
便
な
る

を
以
て
尽
く
之
を
削
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
宍
戸
が
筆
写
し
、
吉
田
松
陰
が
見
た
も
の
は
『
伊
娑
菩
喩

言
』
の
七
十
三
条
の
寓
話
で
あ
り
、
且
つ
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
図
版
を

宍
戸

が
省
略
し
た
た
め
に
）松
陰
は
見
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
『
意
拾
喩
言
』
は

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面

三



『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
う
ち
八
十
一
話
を
収
め
て
い
た
が
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
七

十
三
話
し
か
収
め
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
八
話
を
減
じ
て
い

る
。）と

も
か
く
、
こ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
蔵
『
伊
娑
菩
喩
言
』
が
、
吉
田
松
陰
の
見
た

写
本
の
原
刊
本
で
あ
り
、
高
杉
晋
作
が
上
海
か
ら
日
本
に
舶
載
し
た
書
の
同
一
刊

本
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
蔵
『
伊
娑
菩
喩
言
』

は
、
一
八
八
三
年
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
杉
晋
作
が
上
海
で

同
書
を
購
入
し
た
一
八
六
六
年
か
ら
十
七
年
後
に
オ
ラ
ン
ダ
で
刊
行
さ
れ
た
書
目

に
載
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
高
杉
と
同
じ
こ
ろ
、
高
杉
が
上

陸
し
た
上
海
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
な
ど
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
オ
ラ
ン
ダ
に
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宍
戸
は
こ
の
書
を
「
罕

の
珍
籍
」
と
跋
文
に
記
し

た
が
、
今
日
、
そ
の
貴
重
さ
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
吉
田
松
陰

吉
田
松
陰
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
意
図
的
に
求
め
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
跋
文

再
跋
）の
中
に
、

吾
曽
て
そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を

邇
貫
珍
の
中
に
見
」
た

と
述
べ
て
い
る
。

馬ば
鹿ろく
同どう
遊ゆう
」
と
い
う
の
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
一

つ
。『

邇
か
じ

貫かん
珍ちん
』
は
、
一
八
五
三
年
に
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
月
刊
紙
で
、

西
洋
事
情
等
を
紹
介
し
て
い
た
た
め
に
、
長
崎
を
経
て
日
本
国
内
に
も
も
た
ら
さ

れ
読
者
を
得
て

４
）

い
た
。
そ
の
中
に
「
馬
鹿
同
遊
」
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
の
で
、
松
陰
は
そ
れ
を
読
み
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
関
心
を
持
ち
、
松
陰
に

そ
の
関
心
が
あ
っ
た
た
め
に
宍
戸
は
意
図
し
て
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
求
め
た
の
だ

ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
松
陰
及
び
そ
の
周
辺
の
人
々
は
、
こ
の
書
に
単
に
偶
然
出

会
っ
た
の
で
は
な
い
の
だ
。

吉
田
松
陰
が
『

邇
貫
珍
』
の
中
で
見
て
関
心
を
も
っ
た
「
馬
鹿
同
遊
」
の
寓

話
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
寓
話
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
に

は
「
馬
思
報
鹿
仇
」

馬

鹿
の
仇
を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
）と
の
題
で
載
っ
て
い
る
。

そ
の
原
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

霊
台
上
、
馬
鹿
同
遊
。
其
馬
常
受
鹿
欺
。
積
怨
於
心
、
無
以
報
復
。
自
思
必

須
人
力
、
方
可
雪
恨
。
乃
求
一
武
夫
曰
、
馬
受
鹿
欺
久
矣
。
此
恨
難
消
。
求

壮
士
為
我
報
仇
。
馬
当
終
身
以
報
。
武
夫
曰
、
汝
欲
伸
冤
、
須
言
聴
計
従
、

任
我
駆
使
、
乃
可
。
馬
曰
、
得
君
相

、
水
火
不
避
、
無
不
応
承
。
武
夫
遂

置
鞍

、
繫
其
身
上
、
又
以
鉄
環

其
口
、
従
此
騎
而
鞭
之
。
報
仇
之
約
、

絶
不
提
及
。
馬
悔
曰
、
前
受
鹿
欺
、
尚
不
能
忍
。
今
受
人
騎
、
終
身
僕
僕
、

悔
無
及
矣
。
甚
矣
、
人
力
之
不
可
藉
也
。

﹇
霊
台
の
上
、
馬
鹿

同とも
に
遊
ぶ
。
其
の
馬

常
に
鹿
の
欺あなど
り
を
受
く
。
怨

み
を
心
に
積
む
も
、
以
て
報
復
す
る
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
人
力
を
須ま
ち

て
、
方
に
恨
み
を
雪
ぐ
べ
し
」
と
。
乃
ち
一
武
夫
に
求
め
て
曰
く
、

馬

鹿
の
欺
り
を
受
く
る
こ
と
久
し
。
此
の
恨
み
消
え
難
し
。
壮
士
の
我
が
為
に

仇
を
報
ゆ
る
を
求
む
。
馬
当
に
終
身

以
て
報
ゆ
る
べ
し
」
と
。
武
夫
曰

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面
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く
、

汝

冤
を
伸
べ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
すべからく

言
聴
き
計
従
ひ
、
我
が
駆
使
に

任ま
か
す
べ
く
ん
ば
、
乃
ち
可
な
り
」
と
。
馬
曰
く
、

君
が
相
ひ
たす

く
る
を

得
ば
、
水
火
も
避
け
ず
、
応
承
せ
ざ
る
無
し
」
と
。
武
夫

遂
に
鞍

を
置

き
、
其
の
身
上
に
繫
ぎ
、
又

鉄
環
を
以
て
其
の
口
に
ふく

ま
し
め
、
此
れ
よ

り
騎の
り
て
之
を
鞭
う
つ
。
仇
を
報
ず
る
の
約
は
、
絶
え
て
提
及
せ
ず
。
馬
悔

や
み
て
曰
く
、

前
に
は
鹿
の
欺
り
を
受
け
、
尚
ほ
忍
ぶ
能
は
ず
。
今

人

の
騎
を
受
け
、
終
身
僕
僕
た
り
、
悔
ゆ
る
も
及
ぶ
無
し
」
と
。
甚
だ
し
い
か

な
、
人
力
の
藉か
る
べ
か
ら
ざ
る
や
。﹈

「
霊
台
」
は
、『
詩
経
』

霊
台
」
の
詩
に
見
え
る
台
の
名
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を

用
い
た
想
像
上
の
地
名
。
従
っ
て
こ
の
寓
話
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
翻
訳
で

あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
国
古
代
に
題
材
を
と
っ
た
よ
う
に
装
っ
て
い
る
。
要
旨

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

霊
台
の
上
で
、
馬
と
鹿
が
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
が
、
馬
は
い
つ
も
鹿
に
あ
な

ど
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
恨
ん
だ
馬
は
、
一
人
の
武
人
に
、
仇
を
う
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
武
人
は
、
自
分
の
言
う
通
り
に
す
る
な
ら
引
き
受
け

る
と
い
い
、
馬
は
そ
れ
を
了
承
す
る
。
す
る
と
武
人
は
、
馬
に
鞍
を
置
き
、

口
輪
を
は
め
、
こ
れ
に
騎
乗
し
て
鞭
う
っ
て
使
役
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
方
仇
う
ち
の
約
束
に
は
頰
か
む
り
し
て
し
ま
っ
た
。
馬
は
、
こ
う
な
っ
て

は
他
人
に
支
配
さ
れ
て
一
生
苦
し
む
こ
と
に
な
る
、
と
悔
や
ん
だ
。

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
最
後
に
は
、
教
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
寓
話
の
教
訓
は
、

甚
だ
し
い
か
な
、
人
力
の
藉
る
べ
か
ら
ざ
る
や
」

だ
っ
た
。
他
人
の
助
力
を
た
の
む
と
、
逆
に
自
分
が
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
、
だ
か

ら
人
の
力
を
借
り
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
吉
田

松
陰
が
こ
の
寓
話
の
何
に
関
心
を
持
っ
た
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
国
内
で

対
立
し
合
っ
て
い
る
勢
力
の
一
方
が

そ
れ
は
恐
ら
く
江
戸
の
幕
府
を
さ
し
て
い

る
だ
ろ
う
が
）欧
米
列
強
に
妥
協
し
援
助
を
求
め
る
な
ら
、
列
強
に
侵
略
の
口
実

を
あ
た
え
、
彼
ら
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
だ
か
ら
列
強
の
介
入
の
原
因
を

作
っ
て
は
な
ら
な
い
｜
｜
と
い
う
教
訓
を
、
松
陰
は
こ
の
寓
話
か
ら
読
み
と
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
寓
話
が
西
欧
の
論
理
と
感
覚
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
所
に
、
松
陰
は
関
心
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
陰
は
、
そ
う
し
よ
う
と
思
え
ば
、
類
似
の
逸
話
を
中
国
古
典
に
求
め
る
こ
と

も
、
で
き
た
だ
ろ
う
。
事
実
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
中
の
い
く
つ
か
の
寓
話
は
、

『
戦
国
策
』
や
『
北
史
』
の
逸
話
に
酷
似
し
て
い
る
。『
伊
娑
菩
喩
言
』
で
は
、
そ

の
た
め
、
文
末
の
教
訓
の
部
分
に
わ
ざ
わ
ざ
『
戦
国
策
』
や
『
春
秋
左
氏
伝
』
を

引
い
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
松
陰
が
注
目
し
て
い
た
の
は
、
西
欧
の
寓
話
の
持

つ
、
中
国
古
典
と
は
異
質
の
、
論
理
や
感
覚
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
「
馬
鹿
同
遊
」
の
寓
話
で
い
う
な
ら
ば
、

霊
台
」
と
い
う
中
国
的
場
面

設
定
は
、
寓
話
世
界
へ
の
架
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
寓
話
の
内

容
の
異
質
さ
を
き
わ
だ
た
せ
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
。
中
国
的
フ
レ
ー
ム
の

中
に
西
欧
的
物
語
り
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
馬
の
愚
劣
さ
は
、
私
怨
に
固
執

『
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ソ
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受
容
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し
、
私
怨
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
視
野
の
せ
ま
さ
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
と

も
あ
れ
、
そ
れ
は
私
怨
な
り
の
根
拠
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
愚
か
な
馬
が
人
間
の

武
夫
に
報
復
を
た
の
ん
だ
瞬
間
に
、
そ
れ
を
口
実
に
こ
の
武
夫
は
馬
を
支
配
し
よ

う
と
す
る
。
そ
れ
も
い
つ
わ
り
を
い
っ
て
、
馬
の
了
承
を
得
て
、
支
配
し
よ
う
と

す
る
。
私
怨
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
経
緯
も
根
拠
も
あ
る
関
係
の
外
か
ら
、
そ
れ

と
は
全
く
無
関
係
の
力
が
介
入
し
て
き
て
、
当
事
者
に
自
己
の
自
由
を
売
り
わ
た

さ
せ
て
支
配
し
て
し
ま
う
。
無
関
係
で
あ
り
な
が
ら
平
然
と
介
入
し
て
く
る
力

と
、
契
約
を
テ
コ
に
し
て
介
入
し
て
く
る
そ
の
や
り
か
た
｜
｜
こ
う
し
た
存
在
は

中
国
古
典
の
中
に
類
例
が
あ
ま
り
無
い
。
私
怨
に
あ
け
く
れ
る
〞
内
〝
と
、
そ
れ

と
は
無
関
係
で
あ
り
な
が
ら
有
無
を
い
わ
せ
ず
介
入
し
て
く
る
〞
外
〝
の
力
。
そ

の
構
造
に
、
松
陰
は
時
代
の
現
状
と
、

西
欧

の
圧
力
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
見
て

と
っ
た
の
だ
ろ
う
。

松
陰
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
中
国
古
典
と
の
異
質
さ
に
注
目
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
彼
が
同
書
写
本
に
記
し
た
跋
文

再
跋
）の
全
文
は
、
次
の
通
り
だ
っ
た
。

新
村
出
博
士
前
掲
書
に
よ
る
。
句
読
点
の
み
、
引
用
者
が
改
め
た
。）

世
に
欧
学
を
修
む
る
者

曰
く
、
西
洋
人
は
仁
な
り
、
未
だ
曽
て
禍
心
あ
ら

ざ
る
也
と
。
若
し
此
書
を
観
せ
し
め
ば
豈
茫
然
自
失
せ
ざ
ら
ん
や
。
吾
曽
て

そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を

邇
貫
珍
の
中
に
見
て
、
之
を
長
崎
近
聞
の
後
に

書
せ
し
の
後
、
世
衡

宍
戸
璣
）頃
日
そ
の
全
七
十
三
則
を
見
示
す
。
把
つ
て

之
を
閲
す
る
に
、
そ
の
斧
頭
求
柄
は
甚
だ
下
田

箱
館
の
事
に
似
仮
せ
ざ
る

や
。
猟
戸
逐
兎
は
甚
だ
手
を
米アメ
利リカ
に
借
り
て
羅
オロシアを

援
け
以
て
諳
イギリス

仏
フランスを

拒

ぐ
の
策
に
類
せ
ざ
る
や
。
其
の
他
、

狐
狼
犬
の
諸
則
、
自
謀
騙
人
、
一
に

し
て
足
ら
ず
。
因
つ
て
岡
部
生

富
太
郎
、
利
済
、
子
揖
）を
し
て
写
さ
し
め

て
こ
れ
を
蔵
す
。
西
洋
人
は
仁
な
り
と
云
ふ
者
の
口
を
執
ら
へ
ん
と
欲
す
る

也
。
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
一

５
）

回
生
跋
。

斧
頭
求
柄
」
の
寓
話
は
、
幕
府
が
下
田
と
箱
館

函
館
）を
開
港
し

て
急
場
を

と
り
つ
く
ろ
っ
）た
こ
と
に
似
て
い
る
し
、

猟
戸
逐
兎
」
の
寓
話
は
、
ア
メ
リ
カ

の
力
を
借
り
て
ロ
シ
ア
と
組
み
イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
や

り
方
に
似
て
い
る
。
そ
う
吉
田
松
陰
は
い
う
。

そ
こ
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
西
欧
人
の
「
自

謀
騙
人
」
の
あ
り
さ
ま
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
う
と
ら
え
方
、
も
う
一
つ

は
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
描
か
れ
る
愚
者
の
す
が
た
が
、
西
欧
列
強
に
屈
し
て
ゆ
く

日
本
に
似
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
松
陰
が
国
家
対
国

家
、
西
欧
対
日
本
の
物
語
り
と
し
て
イ
ソ
ッ
プ
の
寓
話
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明

ら
か
だ
ろ
う
。
西
欧
と
の
衝
突
の
中
で
、
未
だ
か
つ
て
な
い
〞
外
〝
の
〞
力
〝
の

介
入
を
体
験
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
、
そ
の
〞
外
〝
な
る
〞
力
〝
の
実
態
を
見
き

わ
め
よ
う
と
す
る
渇
望
感
が
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
読
む
松
陰
の
中
に
は
あ
っ
た

だ
ろ
う
。

馬
鹿
同
遊
」
の
話
の
中
で
、

武
夫
」
に
よ
っ
て
鞍
や

を
置
か
れ
、

体
を
拘
繫
さ
れ
、
口
輪
を
は
め
ら
れ
、
鞭
打
た
れ
、
騎
乗
さ
れ
る
「
馬
」
の
感
覚

が
、
松
陰
に
と
っ
て
、
西
欧
の
支
配
を
受
け
る
日
本
の
像
と
し
て
一
々
実
感
さ
れ

『
イ
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ッ
プ
物
語
』
受
容
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一
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た
の
で
あ
る
。

五
、
漢
文
文
体
の
意
味

『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
一
部
に
口
語
を
ま
じ
え
た
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

当
然
、
吉
田
松
陰
は
こ
れ
を
訓
読
し
て
い
る
。『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
訓
読
す
る

｜
｜
と
い
う
奇
妙
な
受
容
の
し
か
た
が
、
松
陰
と
そ
の
周
辺
に
独
自
の
意
味
を
持

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
比
較
の
た
め
に
、

馬
鹿
同
遊
」
と
同
じ
寓
話
を
訳

し
た
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』

渡
部
温
訳
。
明
治
六
年
刊
）第
百
五
十
三
話
「
馬
と

鹿
の
話
」
を
見
て
お
き
た
い
。

或
野
馬
が
自
分
独
り
で
一
構

ひとかまへ
の
牧
場
ま
き

を
如
意
き
ま
ま

に
領
し
ゐ
た
り
け
る
が
。
他
よ

り
一
疋
の
鹿
が
来
ッ
て
甚

敷

はなはだしく
草
を
荒
ら
し
た
り
。
そ
こ
で
馬
が
此
復
讐

あたがへし
を

し
た
い
も
の
じ
や
と
考
へ
て
。
某
人
に
向
て
鹿
を
罰
し
給
は
れ
と
頼
た
り
。

さ
う
す
る
と
某
人
が
。

然
ら
ば
我
に
汝
の
口
へ
轡
を
は
め
さ
せ
。
脊
の
上

へ
乗
る
事
を
許
す
べ
し
。
是
が
則
敵
を
追
ふ
仕
掛
し
か
け

じ
ゃ
」
と
話
す
故
。
馬
は

委
細
承
知
し
て
。
其
人
を
乗
せ
け
る
に
。
夫
よ
り
後
は
自
分
の
身
を
自
由
に

す
る
事
が
な
ら
ず
し
て
。
望
の
復
讐
を
為
遂
し
と

げ
も
せ
ず
に
。
永
く
乗
馬
に
さ

れ
て

が
れ
け
る
と
ぞ

い
か
に
復
讐
の
た
め
じ
や
と
て
。
貴
き
不

自
由
の
権
を
と
り
か
へ
も
の

に
出
し
て
は
引
合
ぬ
ゾ

松
陰
が
日
本
と
欧
米
と
の
関
係
の
物
語
り
と
と
ら
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
寓
話

を
、
こ
ち
ら
は
個
人
の
「
不

自
由
の
権
」
の
物
語
り
と
し
て
訳
し
て
い
る
。

引
合
ぬ
ゾ
」
と
い
う
結
語
が
、
訳
者
が
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
個
人

の
処
世
の
問
題
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
良
く
示
す
。
そ
し
て
、
い
う
ま
で

も
な
く
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
方
が
〞
普
通
〝
な
の

だ
。『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
は
、
明
治
政
府
の
官
僚
と
な
っ
て
い
た
渡
部
温
に
よ

る
、
新
国
家
の
国
民
に
対
す
る
啓
蒙

教
訓
の
書
で
あ
り
、
西
洋
伝
来
の
「
不

自
由
の
権
」
を
大
切
に
し
ろ
と
教
え
さ
と
す
書
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
同
書
は
広

い
国
民
各
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
話
し
言
葉
へ
の
接
近
を
は
か
っ
た
。
そ

の
文
体
は
、
い
わ
ば
明
治
初
期
に
お
け
る
〞
言
文
一
致
〝
の
試
み
と
い
え
よ
う
。

だ
が
松
陰
が
触
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
文
体
と
は
異
質
の
〞
漢
文
訓
読
〝
体
だ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
原
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
語
の
文
言
文
で
あ
っ
た
。
中

国
語
の
文
言
文
は
、
士
大
夫
階
級
に
よ
っ
て
書
き
読
ま
れ
て
き
た
文
体
で
あ
り
、

多
く
の
場
合
天
下
国
家
へ
の
関
心
を
含
ん
で
い
た
。
日
本
人
も
、
そ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
漢
文
に
接
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
松
陰
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
文

体
に
よ
っ
て
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
か
ら
国
家
対
国
家
、
西
欧
対
日
本
の
物
語
り
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
幕
末
の
状
況
下
で
、
現

状
と
の
緊
張
し
た
対
峙
を
つ
づ
け
る
松
陰
に
と
っ
て
、
日
常
の
言
語
と
は
一
線
を

画
し
た
漢
文
訓
読
体
に
よ
っ
て
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
読
ん
だ
た
め
に
、
そ
こ
に

緊
張
し
た
西
欧
対
日
本
の
関
係
を
重
ね
得
た
の
だ
ろ
う
。
漢
語
の
文
言
文
｜
｜
日

本
人
に
と
っ
て
は
漢
文
訓
読
体
｜
｜
は
、
日
常
言
語
と
は
異
な
る
言
語
世
界
の
存

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面
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在
を
常
に
意
識
さ
せ
る
文
体
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
異
質
の
言
語
世
界
と
は
日

本
人
に
と
っ
て
は
中
国
の
こ
と
だ
が
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
さ
ら
に
そ
の
〞
外
〝

側
に
あ
る
未
知
の
世
界
を
意
識
さ
せ
た
の
だ
。

吉
田
松
陰
が
跋
文
の
中
で
触
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
例
「
斧
頭
求
柄
」
を
見
て

み
よ
う
。

昔
有
斧
頭
、
雖
鋭
而
無
用
。
自
思
必
得
一
柄
、
方
可
見
用
於
世
。
乃
乞
其
樹

曰
、
先
生
賜
我
一
木
。
不
過
僅
為
一
柄
足
矣
。
他
日
自
当
図
報
。
其
樹
自
顧

枝

繁
盛
、
何
惜
一
柄
。
慨
然
与
之
。
斧
得
其
柄
、
所
有
樹
林
尽
被
伐
去
。

何
其
樹
之
愚
哉
。
如
世
人
所
謂
助
虎
添
翼
、
又
云
、
逓
刀
乞
命
、
是
也
。
凡

人
必
須
各
守
其
分
、
切
勿
尺
寸
与
人
。
誠
恐
有
如
斧
柄
、
則
悔
之
晩
矣
。

〔
昔

斧
頭
有
り
、
鋭
し
と
雖
も
用
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
一
柄
を
得
ば
、

方
に
世
に
用
ひ
ら
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
そ
の
樹
に
乞
ひ
て
曰
く
、

先
生

我
に
一
木
を
賜
へ
。
僅
に
一
柄
を
為つく
る
に
過
ぎ
ず
し
て
足
ら
ん
。
他
日
自
ら

当
に
報
を
図
る
べ
し
」
と
。
其
の
樹
自
ら
顧
る
に
「
枝

の
繁
盛
す
る
こ

と
、
何
ぞ
一
柄
を
惜
し
ま
ん
や
」
と
。
慨
然
と
し
て
こ
れ
に
与
ふ
。
斧

其

の
柄
を
得
る
や
、
有
る
所
の
樹
林

尽
く
伐き
り
去
ら
る
。
何
ぞ
其
の
樹
の
愚

な
る
や
。
世
人
の
所
謂
「
虎
を
助
け
て
翼
を
添
ふ
」、
又
云
ふ
、

刀
を
逓てわたし

て
命
を
乞
ふ
」
が
如
き
も
の
、
是
れ
な
り
。
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の

分
を
守
る
べ
し
、
切
に
尺
寸
も
人
に
与あた
ふ
る
勿な
か
れ
。
誠
に
恐
る
斧
柄
の
如

き
有
ら
ば
、
則
ち
悔
ゆ
る
も
晩おそ
し
。〕

斧
の
頭
が
、
林
の
樹
に
む
か
っ
て
、
斧
の
柄
と
な
る
枝
を
い
た
だ
き
た
い
、
と

頼
む
。
そ
の
樹
が
一
枝
を
あ
た
え
る
と
、
斧
は
林
の
樹
木
す
べ
て
を
切
り
た
お
し

て
し
ま
っ
た
｜
｜
と
い
う
寓
話
だ
が
、
こ
の
寓
話
を
松
陰
は
、

甚
だ
下
田
箱
館

の
事
に
似
仮
せ
ざ
る
や
」
と
読
ん
で
い
る
。
安
政
元

一
八
五
四
）年
の
日
米
和
親

条
約
、
そ
れ
に
続
く
日
英
、
日
露
和
親
条
約
等
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
わ

ず
か
に
下
田

函
館
を
開
港
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
日
本
に
対
し

て
、
西
欧
列
強
は
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
日
本
全
体
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
松
陰
の
認
識
を
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
文
章
は
、〞
教
訓
〝
の
部
分
が
寓
話
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
長
さ
に
な

っ
て
い
る
。
渡
部
温
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
第
四
十
五
話
「
樹
と
斧
の
話
」
は
こ

れ
と
同
じ
寓
話
だ
が
、
そ
こ
で
は
、〞
教
訓
〝
は
、

他ひと
の
不
為
ふ
た
め

は
吾わが
不
為
ふ
た
め

と
い
ふ

事
を
知
れ
」
と
、
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
方
で
は
、

二
つ
の
こ
と
わ
ざ
と
、
二
条
の
教
訓
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
こ
と
わ
ざ

「
助
虎
添
翼
」

虎
を
助
け
て
翼
を
添
ふ
）と
い
う
の
は
、『
韓
非
子
』
難
勢
篇
の

「
為
虎
傅
翼
」

虎
の
為
に
翼
を
傅つ
く
）か
ら
来
て
い
る
成
語
で

６
）

あ
る
。
い
わ
ば
こ

う
し
た
由
緒
正
し
い
故
事
成
語
を
西
洋
人
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

『
伊
娑
菩
喩
言
』
が
書
か
れ
た
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
読
者
と
し

て
の
松
陰
か
ら
見
れ
ば
、
斧
に
柄
を
与
え
る
と
い
う
行
為
の
深
刻
な
〞
国
際
的
〝

意
味
を
、
明
確
に
理
解
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
そ

れ
は
、

助
虎
添
翼
」
と
い
う
中
国
古
来
の
成
語
を
手
が
か
り
に
西
欧
を
理
解
し
、

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面
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列
強
の
圧
力
の
深
刻
さ
を
、
時
代
の
現
実
の
中
に
発
見
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
っ
た
。

最
初
の
教
訓
「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
、
と
い
う
の

は
、
自
分
の
分
際
を
守
れ
｜
｜
出
す
ぎ
た
こ
と
は
す
る
な
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
「
切
に
寸
尺
も
人
に
与
ふ
る
勿
か
れ
」
わ
ず
か
な
も
の
で
も
他
人

に
与
え
る
な
、
と
い
う
第
二
の
教
訓
に
展
開
、
ま
た
は
転
化
し
て
い
る
。
松
陰
が

そ
れ
を
、
下
田
も
函
館
も
西
欧
に
与
え
る
な
、
と
い
う
教
訓
と
し
て
受
け
と
め
た

こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
の
教
訓
は
、
分
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
己
の
領

分
を
守
る
、
と
い
う
意
味
に
転
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、『
イ
ソ
ッ

プ
物
語
』
の
文
脈
と
、
そ
れ
を
中
国
古
典
の
文
脈
に
載
せ
て
翻
訳
し
た
と
き
の
中

国
文
化
の
枠
組
み
の
力
と
の
出
あ
い
が
み
ら
れ
る
。
漢
語
文
言
文
に
訳
さ
れ
た
瞬

間
に
、
天
下
国
家
の
色
彩
を
帯
び
て
し
ま
う
の
だ
。

六
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
口
語
的
表
現

『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
は
、
他
方
、
口
語
的
表
現
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
格
調

高
い
文
言
文
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の

原
本
た
る
『
意
拾
喩
言
』
を
翻
訳
し
た
一
八
四
〇
年
当
時
、
訳
者
ロ
バ
ー
ト

ト

ー
ム
が
め
ざ
し
た
も
の
が
、
現
実
に
通
用
し
て
い
る
文
語
文
｜
｜
口
語
的
表
現
を

包
含
し
て
い
る
文
語
文
｜
｜
の
習
得
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ロ
バ
ー
ト

ト
ー
ム

が
自
ら
学
び
、
ま
た
外
国
人

も
ち
ろ
ん
英
人
を
中
心
と
す
る
）に
修
得
さ
せ
よ
う

と
し
た
も
の
は
、
典
雅
高
尚
な
古
典
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
現
実
的
な
文
言
文

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
口
語
を
含
ん
で
い
た
。

『
意
拾
喩
言
』
に
口
語
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
内

田
慶
一
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
同
氏
の
「
イ
ソ
ッ
プ
東
漸
｜
｜
宣
教
師
の
「
文
化
の

翻
訳
」
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

あ
る
い
は
中
国
文
化
へ
の
同
化
の
み
ち

７
）

す
じ
）」

十
五
頁
）に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

二
つ
目
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
基
本
的
に
は
「
文
言
」
で
あ
り
な
が
ら
、

限
り
な
く
「
口
語
」

白
話
」
に
近
い
文
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。今

、
一
つ
一
つ
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
、
方

向
動
詞
、
時
態
動
詞
、
結
果
補
語
な
ど
が
多
用
さ
れ
、

這
還
了
得
」

玩

意
」

玩

」

伐
尋
」

高
興
」
な
ど
口
語
的
な
語
彙
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

内
田
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
口
語
を
含
ん
だ
文
言
文
を
「
け
っ
た
い
な
文
言
」

同
十
五
頁
）と
か
「
け
っ
た
い
な
文
語

口
語
）」

同
八
頁
）と
呼
ん
で
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
文
語
と
口
語
の
境
界
に
あ
る
よ
う
な
語
彙
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て

み
よ
う
。

以
下
、

内
は
寓
話
の
題
名
）

獅
熊
争
食

勁
敵

た
た
か
い
あ
う
。

無
以
為
法

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

強
如

ま
さ
っ
て
い
る
。

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
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猟
主
責
犬

脱

も
が
い
て
逃
れ
る
。

故
意

わ
ざ
と
…
す
る
。

売
放

わ
い
ろ
を
取
っ
て
犯
人
を
釈
放
す
る
。

戦
馬
欺
驢

何
必
当
初

は
じ
め
に
そ
う
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
語
彙

表
現
は
、
も
ち
ろ
ん
古
典
語
に
起
源
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、

口
語
的
表
現
と
は
い
え
、
文
言
と
の
境
界
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
日
本
人
吉
田
松
陰
も
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
ほ
と
ん
ど
何
の
苦
も
な
く
読
む

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
口
語
的
感
覚
の
強
い
語
彙
が

相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
良
い
だ
ろ
う
。

近
世
中
国
で
流
行
し
た
白
話
小
説

口
語
を
含
ん
で
い
る
小
説
）の
伝
統
を
ふ
り

か
え
る
ま
で
も
な
く
、
口
語
表
現
の
影
響
は
文
言
の
中
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
十
九
世
紀
半
ば
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
影
響
力
は
一
層
強
ま
っ
て
い
た
。
ロ

バ
ー
ト

ト
ー
ム
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
口
語
的
表
現
を
含
ん
だ
文
言
文
こ
そ
が
、

文
章
語
の
実
態
だ
っ
た
。
そ
の
文
章
語
の
実
態
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
態
度
の

た
め
に
、『
意
拾
喩
言
』
は
口
語
の
要
素
を
含
ん
だ
文
体
と
な
っ
た
。

し
か
し
ま
た
そ
こ
に
は
、
文
章
語
の
実
態
と
い
う
こ
と
以
上
の
問
題
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、『
聖
書
』
を
ど
の
よ
う
に
漢
語
に
翻
訳
す
る
か
と
い
う
問
題
と
し

て
、
す
で
に
中
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
宣
教
師
た
ち
の

間
に
顕
在
化
し
て
い
た
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
一
八
四
三
年
以
来
進
め

ら
れ
た
『
聖
書
』
改
訳
作
業
の
中
で
、

G
o
d

」
を
「
神
」
と
訳
す
か
「
上
帝
」

と
訳
す
か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
結
局
両
版
が
別
々
に
作
ら
れ
た
と
い
う
問
題
で

８
）

あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
人
の
文
化
的
枠
組
み
に
ど
の
よ
う
に
西
欧
の
概
念
を
〞
翻

訳
〝
す
る
か
、
と
い
う
問
題
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
に
西
洋
人
宣
教
師

た
ち
は
苦
心
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
が
「
神
」
版
『
聖
書
』
と
、

上
帝
」
版

『
聖
書
』
の
成
立
と
い
う
現
象
だ
っ
た
。
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
は
別
と
し
て
、

宣
教
師
た
ち
が
、
中
国
の
言
語

文
化
に
で
き
る
だ
け
よ
り
そ
っ
て
｜
｜
極
端
に

い
え
ば
同
化
し
て
｜
｜
翻
訳
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
。そ

し
て
、
そ
れ
は
文
体
に
つ
い
て
の
議
論
に
ま
で
、
及
ん
で
い
た
。
内
田
慶
一

氏
前
掲
書

六
頁
）に
は
、
こ
う
い
う
。

G
o
d

」
の
訳
語
論
争
以
外
に
も
、

ど
の
よ
う
な
文
体
で
聖
書
を
訳
す
か
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
彼
ら
は
真
剣
な
討
論
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、《

R
eco

rd
s o

f th
e G

en
era

l co
n
feren

ce o
f th

e P
ro
testa

n
t

 
M
issio

n
a
ries o

f C
h
in
a
》
(1850)

と
い
う
宣
教
師
大
会
の
記
録
集
に
は
、

何
百
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
り
、
そ
の
討
論
が
収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
「
文
体
」
か
と
言
え
ば
、

文
理

W
en
li

）」
と
か
、
そ
れ
を
少
し
易

く
し
た
「
浅
文
理

E
a
sy
 
W
en
li

）」、
あ
る
い
は
「
白
話
」、
あ
る
い
は

「
方
言
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

『
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ッ
プ
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語
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文
理

W
en
li

）」
と
い
う
の
は
、
典
雅
な
古
典
的
文
言
文
。

浅
文
理

E
a
sy

 
W
en
li

）」
は
、
文
言
文
と
口
語
文
の
混
合
、
つ
ま
り
口
語
を
含
ん
だ
文
言
文
。

白
話
」
は
口
語
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
の
「
浅
文
理

E
a
sy
 
W
en
li

）」

で
、
す
で
に
最
初
の
漢
訳
『
聖
書
』、
即
ち
『
神
天
聖
書
』
を
記
し
て
い
た
の
が
、

ロ
バ
ー
ト

モ
リ
ソ
ン

R
o
b
ert M

o
riso

n

）だ
っ
た
。
内
田
氏
前
掲
書

八
頁
）

に
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

モ
リ
ソ
ン
の
翻
訳
観
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
常
に
相
手
方

こ
の
場

合
、
中
国
）の
言
語

文
化
の
中
に
身
を
お
い
て
考
え
る
と
い
う
立
場
で
あ

り
、
上
か
ら
「
押
し
付
け
る
」
の
で
は
な
く
、
極
論
す
れ
ば
、
意
識
的
に
、

自
覚
的
に
、
能
動
的
に
自
己
を
相
手
方
の
言
語
、
文
化
に
同
化
さ
せ
よ
う
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
採
用
さ
れ
た
文
体
と
は
、『
三
国
志
演
義
』

に
代
表
さ
れ
る
「
わ
か
り
や
す
く
て
、
一
方
で
品
の
あ
る
文
体
」
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
神
天
聖
書
』
に
見
ら
れ
る
「
け
っ
た
い
な
文
語

口

語
）」
す
な
わ
ち
「E

a
sy W

en
li

」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、

口
語
を
含
ん
だ
文
言
文

と
い
う
の
は
、
単
に
当

時
の
実
態
に
即
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
意
識
的
に
欧
米
宣
教
師
ら
に
よ

っ
て
追
求
さ
れ
て
い
た
文
体
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
伊
娑
菩
喩
言
』

『
意
拾
喩
言
』）の
文
体
は
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
事
実
『
伊
娑
菩
喩
言
』
『
意
拾
喩
言
』）の
序
文
の
中
で
ロ
バ
ー

ト

ト
ー
ム
は
、
ロ
バ
ー
ト

モ
リ
ソ
ン
の
業
績

こ
と
に
そ
の
『
華
英
字
典
』）に

言
及
し
て
い
る
。

即
如
馬
礼
遜
所
作
華
英
字
典
、
固
属
最
要
之
書
。

〔
即
ち
馬
礼
遜

モ
リ
ソ
ン

作
る
所
の
『
華
英
字
典
』
は
、
固もと
よ
り
最
要
の
書
に
属
す
。〕

つ
ま
り
ロ
バ
ー
ト

ト
ー
ム
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
モ
リ
ソ
ン
の
業
績
を
良

く
知
っ
て
い
て
、
そ
の
翻
訳
態
度
を
継
承
し
て
、

浅
文
理

E
a
sy
 
W
en
li

）」
の

文
体
で
『
伊
娑
菩
喩
言
』
『
意
拾
喩
言
』）を
訳
し
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
吉
田
松

陰
は
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
漢
文
訓
読
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
訓
読
を
橋

わ
た
し
と
し
て
、
西
欧
を
と
ら
え
得
た
の
だ
。
だ
が
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
口
語
的

要
素
は
一
人
歩
き
を
し
て
ゆ
く
。

七
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
の
訓
読

『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
明
治
維
新
の
後
に
、〞
再
輸
入
〝
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の

版
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
中
で
比
較
的
広
く
読
ま
れ
た
の
は
、
阿
部
弘
国

訓
点

明
治
九

一
八
七
六
）年
刊
『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
だ
っ
た
。

東
京
女
子
大
学
図
書
館
は
同
書
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

香
港
英
華

書
院
原
刻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
香
港
で
再
刊
し
た

も
の
を
、
さ
ら
に
日
本
で
板
に
刻
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
『
漢
訳
伊
蘇
普

譚
』
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
同
内
容
だ
が
、
一
部
に
文
字
の
異
同
が

９
）

あ
る
。

文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
『
漢
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訳
伊
蘇
普
譚
』
は
、
明
治
初
期
の
言
葉
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
問
題

を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。

『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
読
み
仮
名

ル
ビ
）が

振
ら
れ
て
い
て
、
読
者
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
読
み
仮
名
は
、
二
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
。
漢
字
の
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
も

の
と
、
左
側
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
般
的
な
読
み
仮
名
で
、
主
に
難
読
字
に
記
入

さ
れ
て
い
る
。

豺
害
羊

の
寓
話
に
例
を
と
れ
ば
、

礙
｜
｜
サ
マ
タ
ゲ

｜
｜
ア
ヤ
マ
リ
ヌ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
訓

場
合
に
よ
っ
て
は
音
）を
右
側
に
付
し
た
、

現
在
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
読
み
仮
名
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
の
左
側
に
付
さ
れ
た
読
み
仮
名
は
、
い
わ
ば
特
殊
な
読

み
仮
名
で
あ
る
。
や
は
り

豺
害
羊

に
例
を
と
れ
ば
、

老
夫
｜
｜
ワ
シ

の
よ
う
な
例
で
、

豺
」
が
自
分
の
こ
と
を
「
老
夫
」
と
呼
ん
だ
自
称
に
、
訳
者

訓
点
者
）阿
部
弘
国
が
、
自
称
と
し
て
の
特
徴
を
示
す
た
め
に
「
ワ
シ
」
と
付
し

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
左
側
に
付
さ
れ
た
読
み
仮
名
は
、
広
義
の
訳
語
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
例
を
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

鶏
公
珍
珠

光
芒
｜
｜
キ
ラ
ツ
キ

獅
熊
争
食

勁
敵
｜
｜
カ
ミ
ア
フ

無
以
為
法
｜
｜
ド
ウ
シ
ヤ
ウ
モ
ナ
イ

｜
｜
ク
マ
タ
カ
ハ
マ
グ
リ

生
金
蛋

金
蛋
｜
｜
コ
ガ
子

ネ
）ノ
タ
マ
ゴ

便
便
｜
｜
フ
ク
レ
ル

本
利
｜
｜
モ
ト
モ
コ
モ

犬
影

咬
有
｜
｜
ク
ワ
ヘ
ル

淹
死
｜
｜
オ
ボ
ル
ヽ

獅
驢
同
猟

笨
驢
｜
｜
ア
ハ
ウ
ノ
ロ
バ

二
鼠

親
誼
｜
｜
ナ
ジ
ミ

｜
｜
モ
テ
ナ
ス

果
然
｜
｜
ハ
タ
シ
テ

去
｜
｜
サ
ラ
ヒ
ユ
ク

甘
旨
｜
｜
ウ
マ
イ
モ
ノ
グ
ヒ
ス
ル

『
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こ
う
し
た
例
を
見
る
と
、
様
々
な
性
質
の
読
み
仮
名
を
含
ん
で
い
る
が
、
大
別

す
れ
ば
、
古
典
語

文
言
）と
し
て
難
解
な
も
の
と
、
口
語
的
な
漢
語
に
対
す
る
読

み
仮
名
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
顕
著
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
漢
語
に
対
し
て
、
口

語
に
よ
る
訳
語
を
あ
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

無
以
為
法

ド
ウ
シ
ヤ
ウ
モ
ナ

イ
）」、

便
便

フ
ク
レ
ル
）」、

笨
驢

ア
ハ
ウ
ノ
ロ
バ
）」、

甘
旨

ウ
マ
イ
モ
ノ

グ
ヒ
ス
ル
）」
な
ど
が
、
代
表
的
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
例
は
他
に
も
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

亀
兎

の
寓
話
の
例
を
、
見
て
み
よ
う
。

慢
頓
｜
｜
ノ
ロ
ク
サ
キ

爽
快
麻
利
｜
｜
ス
バ
シ
コ
キ

不
介
意
｜
｜
コ
ヽ
ロ
ニ
カ
ケ
ヌ

昏
然
睡
去
｜
｜
ト
ロ
リ
ト
ヒ
ト
子

ネ
）ム
リ
ヲ
ス
ル

耐
而
｜
｜
シ
ン
バ
ウ
ツ
ヨ
ク
シ
テ

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
訳
者
は
意
図
的
に
口
語
表
現
を
用
い
、
そ
れ
を
左
側
ル
ビ

と
し
て
付
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
古
く
は
「
文
選
読
み
」
の
時
代
か
ら
、
漢
字
左

側
に
は
和
語
に
よ
る
訓
を
付
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
「
爽

快
麻
利
」
に
「
ス
バ
シ
コ
キ
」
と
い
う
和
語
の
ル
ビ
を
付
す
こ
と
は
、
長
い
伝
統

に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
統
に
従
い
つ
つ
、
明
治
初
期
の
口
語
を
左

側
ル
ビ
の
形
で
持
ち
こ
ん
だ
の
は
、
作
者
の
意
図
的
試
み
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、〞
言
文
一
致
〝
を
指
向
す
る
、
明
治
初
期
の
潮
流
が
見
て
と
れ
る
。

『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
の
左
側
ル
ビ
は
、
漢
文
訓
読
の
側
に
も
及
ん
で
き
た
〞
言
文

一
致
〝
の
影
響
と
い
え
る
。
し
か
し
逆
に
、
漢
文
訓
読
の
側
か
ら
す
る
〞
言
文
一

致
〝
の
試
み
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
中

に
見
ら
れ
る
原
漢
語
の
口
語
的
表
現
に
、
し
ば
し
ば
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
右
の
例
で
い
え
ば
、

慢
頓
｜
｜
ノ
ロ
ク
サ
キ

爽
快
麻
利
｜
｜
ス
バ
シ
コ
キ

な
ど
は
、
そ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
文
中
の
「

慢
頓
」

爽
快
麻
利
」
と
い
う
漢
語
の
口
語
的
表
現
に
触
発
さ
れ
て
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』

は
「
ノ
ロ
ク
サ
キ
」

ス
バ
シ
コ
キ
」
と
い
う
口
語
表
現
を
左
側
ル
ビ
と
し
て
対

応
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
中
国
の
口
語
表
現
を
受
け
と
め
て
日
本
の
口

語
表
現
に
対
置
し
よ
う
と
す
る
営
み
が
見
え
る
。〞
言
文
一
致
〝
小
説
の
誕
生
よ

り
も
前
に
、
漢
文
訓
読
を
介
し
て
の
〞
言
文
一
致
〝
の
試
み
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

阿
部
弘
国
訓
点
『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
は
、
渡
部
温
訳
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』

明
治
六
年
刊
）を
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
が
イ
ソ
ッ
プ
を

「
伊
蘇
普
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
者
の
表
記
を
ま
ね
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
後
者
の
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
が
、
口
語
表
現
を
大
胆
に
と
り
入
れ
た
こ
と

は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
第
三
話
「
狼
と
鶴
の
話
」
で
、
鶴

を
脅
迫
す
る
狼
の
せ
り
ふ
は
、
こ
ん
な
調
子
で
あ
る
。

「
ナ
ニ
。
こ
の
恩
し
ら
ず
め
。
汝うぬ
は
今
狼おれ
の
腮くち
へ
首
を
入
れ
た
じ
や
ァ
ね
へ

『
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か
。
夫それ
を

切
く
ひ
き

ら
れ
ぬ
の
は
最
僥
倖

め
っ
け
も
の

だ
。
な
ん
で
褒
美
が
い
る
も
の
か
。
お

し
の
太
へ
痴
鈍
生

べ
ら
ぼ
う

め
」

話
し
言
葉
を
表
記
す
る
た
め
の
意
図
的
な
工
夫
が
様
々
に
為
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
に
、
漢
語
の
読
み
仮
名
の
形
で
日
本
語
の
話
し
言
葉
を
添
え
る
手
法
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
狼
の
「
腮くち
」
と
い
う
表
記
は
、

口
」
と
い
う
字
を

当
て
れ
ば
良
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
頰
を
意
味
す
る
漢
語
口
語
「
腮
」
の
字
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
狼
の
長
い
口
の
頰
ま
で
の
部
分
全
体
を
描
き
出
し
、
同
時

に
狼
の
下
品
な
口
調
を
も
示
し
て
い
る
。
漢
字
と
ル
ビ
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
独
特

の
意
味
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
漢
語
の
俗
語
に
対
す
る
相
当
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
日
本
語
の
口

語
の
表
記
に
意
図
的
に
用
い
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
見
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
し
た
例
は
、
こ
れ
ま
た
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

乃
公
｜
｜
お
れ
さ
ま

第
十
九
話
）

分
解
｜
｜
い
ひ
わ
け

第
十
九
話
）

阿
嬢
｜
｜
お
っ
か
さ
ん

第
二
十
六
話
）

同
気
｜
｜
み
ん
な

第
二
十
六
話
）

家
眷
｜
｜
か
な
い

第
五
十
七
話
）

爺
翁
｜
｜
お
や
ぢ

第
五
十
七
話
）

右
の
よ
う
に
漢
語
に
口
語
の
ル
ビ
を
ふ
る
実
例
は
、
各
話
に
い
く
つ
も
の
例
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
は
、
自

ら
の
口
語
的
表
現
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
漢
語
の
語
彙
、
こ
と
に
そ
の
俗
語
を

引
き
よ
せ
た
の
だ
、
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

お
っ
か
さ
ん
」
と
い
う
俗
な
る

言
葉
を
意
図
的
に
使
う
た
め
に
、

阿
嬢
」
と
い
う
中
国
の
俗
語
を
持
ち
こ
ん
だ

の
だ
。

対
し
て
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
は
、
漢
語
の
口
語
的
表
現
に
触
発
さ
れ
て
、
自

ら
の
口
語
的
表
現
を
呼
び
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

爽
快
麻
利
」
と
い
う
漢
語
の
口

語
に
対
応
さ
せ
る
べ
く
「
ス
バ
シ
コ
キ
」
と
い
う
口
語
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
は
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
と
と
も
に
、
漢
語

を
媒
体
と
し
て
日
本
語
の
口
語
的
表
現
を
折
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代

後
期
か
ら
の
潮
流
の
中
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
口
語
表
記
の
多
様
な
試

み
の
中
で
、
確
か
な
独
自
性
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
訓
点
本

で
あ
る
。
つ
ま
り
広
い
意
味
で
、
前
者
は
、
後
者
の
翻
訳
書
で
あ
る
。『
伊
娑
菩

喩
言
』
を
、
明
治
の
日
本
人
は
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
と
い
う
訓
点
本
で
受
容
し

た
。
そ
の
と
き
、
吉
田
松
陰
が
受
け
と
め
た
社
会
性
を
、
中
国
士
大
夫
の
言
語
た

る
文
言
の
中
に
多
少
と
も
受
け
と
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
以
上

に
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
包
含
し
て
い
た
口
語
的
要
素
を
、
左
側
ル
ビ
等
を
通
じ

て
理
解
し
、
そ
の
寓
話
的
要
素
を
楽
し
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
、
時

代
の
危
機
に
直
面
し
つ
つ
国
家

社
会
の
問
題
を
語
る
も
の
と
し
て
『
伊
娑
菩
喩

言
』
を
見
た
松
陰
と
、
個
人
の
処
世

倫
理
を
語
る
も
の
と
し
て
『
漢
訳
伊
蘇
普
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譚
』
を
読
ん
だ
明
治
の
人
々
と
の
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
吉
田
松
陰
の
よ
う
な
危
機
意
識
の
中
で
『
イ
ソ

ッ
プ
物
語
』
を
受
け
と
め
た
も
の
は
、
そ
の
後
の
中
国
に
少
な
く
と
も
一
例
が
あ

る
。
林
舒
りんじょ

の
『
伊い
索さく
寓ぐう
言げん
』

一
九
〇
二
年
刊
）が
そ
れ
で
あ
る
。
林
舒
の
思
想
と

時
代
認
識
、
翻
訳
態
度
な
ど
は
、
近
代
中
国
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
問
題
を
投

げ
か
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
課
題
か
ら
は
大
き
く
は
ず
れ
る
の
で
、

別
に
考
え
た
い
。

八
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
両
面
性
｜
｜
結
び
に
か
え
て

漢
訳
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
中
心
に
、
そ
の
日
本
に

お
け
る
受
容
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
初
歩
的
な
検
討
を
行
っ
た
に
す

ぎ
な
い
の
で
、
論
旨
の
中
心
の
み
を
ま
と
め
て
結
び
に
か
え
た
い
。

『
伊
娑
菩
喩
言
』

の
原
本
た
る
『
意
拾
喩
言
』）は
、
文
言
文
と
白
話
文

口
語

文
）の
両
要
素
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
訳
者
ロ
バ
ー
ト

ト
ー
ム
が
十
九
世
紀

中
葉
の
文
言
文
の
実
態
に
近
い
文
章
で
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
訳
そ
う
と
し
た
た

め
だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
ロ
バ
ー
ト

モ
リ
ソ
ン
訳
『
天
神
聖
書
』
以
来
の
「
浅

文
理

E
a
sy
 
W
en
li

）」

白
話
文
を
含
ん
だ
文
言
文
）の
文
体
を
意
図
的
に
継
承

し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
中
国
の
文
化
的
伝
統
に
よ
り
そ
っ
て
翻
訳
し
よ

う
と
す
る
態
度
が
、
根
本
的
態
度
と
し
て
あ
っ
た
。

『
伊
娑
菩
喩
言
』
が
幕
末
の
日
本
に
伝
来
し
た
と
き
、
吉
田
松
陰
ら
が
た
だ
ち

に
訓
読
で
き
た
の
は
、
そ
れ
が
「
浅
文
理

E
a
sy
 
W
en
li

）」
の
文
体
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
文
語
文
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
ら
は
訓
読

の
方
法
に
よ
っ
て
苦
も
な
く
理
解
で
き
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
が
中
国
の

文
化
的
伝
統
に
よ
り
そ
っ
た
翻
訳
だ
っ
た
た
め
に
、
中
国
文
言
文
が
伝
統
的
に
保

っ
て
き
た
経
世
済
民

天
下
を
経
営
し
民
衆
を
救
済
す
る
）の
言
説
や
構
造
を
持
つ

こ
と
と
な
り
、
そ
の
言
説
や
構
造
が
吉
田
松
陰
に
と
っ
て
西
欧
理
解
の
橋
わ
た
し

と
な
る
と
同
時
に
、
西
欧
と
の
緊
張
関
係
の
中
に
あ
っ
た
日
本
の
現
実
を
把
握
す

る
手
が
か
り
と
も
な
っ
た
。
あ
え
て
い
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト

モ
リ
ソ
ン
ら
の
『
聖

書
』
の
翻
訳
か
ら
始
ま
り
ロ
バ
ー
ト

ト
ー
ム
の
『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
継
承
さ
れ

た
翻
訳
の
姿
勢
が
、
吉
田
松
陰
の
西
欧
認
識
と
西
欧
批
判
の
手
が
か
り
を
生
ん
だ

10
）

の
だ
。

明
治
に
入
っ
て
、
同
書
の
訓
点
本
『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
が
登
場
し
た

明
治
九

年
）が
、
こ
れ
は
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
両
書
は

口
語
的
文
脈
へ
の
翻
訳
を
共
通
し
て
試
み
て
い
る
。
特
に
『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』

は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
口
語
的
表
現
に
日
本
語
の
口
語
表
現
を
対
置
さ
せ
る
試

み
を
く
り
か
え
し
て
お
り
、
口
語
を
文
字
表
記
す
る
〞
言
文
一
致
〝
の
動
き
に
漢

文
訓
読
の
側
か
ら
意
識
的
に
参
加
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ

の
動
き
の
中
で
特
殊
な
位
置
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
試

み
を
さ
せ
る
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
持
つ
一
方
の
性
質

｜
｜
口
語
表
現
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
性
質
で
あ
っ
た
。

『
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語
』
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文
言
文
と
し
て
の
性
質
を
重
視
し
た
幕
末
の
吉
田
松
陰
と
、
口
語
文
と
し
て
の

性
質
を
強
め
た
明
治
の
翻
訳
者
と
を
比
較
す
る
と
き
、
両
者
の
背
負
っ
た
状
況
の

違
い
と
、
そ
れ
に
対
す
る
主
体
の
意
識
の
違
い
ま
で
が
、
浮
か
び
上
が
る
。
と
同

時
に
、
日
本
人
が
漢
語
か
ら
受
容
し
て
き
た
も
の
の
多
面
性
が
見
え
て
く
る
の
で

あ
る
。

注
１
）
上
田
勤
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
成
立
と
流
伝
」
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
至
文

堂
、
昭
和
二
十
四
年
、
一
九
四
九
年
、
九
月
号
）で
は
、
イ
ソ
ッ
プ
が
「
実
在
の

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
づ
間
違
ひ
の
な
い
事
実
で
あ
ら
う
」
と
し
、
彼
が

「
サ
モ
ス
の
豪
家
イ
ア
ド
モ
ン
の
奴
隷
」
だ
っ
た
と
す
る

二
十
六
頁
）が
、
他
に

も
諸
説
あ
る
。

２
）『
意
拾
喩
言
』
の
「
拾
」
は
、
入
声
音
「
し
ふ
」
で
あ
る
。
入
声
音
は
広
東
方
言

な
ど
の
中
国
南
方
方
言
に
残
っ
て
い
る
。
同
書
の
「
意
拾
」
の
発
音
は
広
東
語

で
は
「isep

」
と
な
り
、

A
eso

p

」
に
対
応
し
て
い
る
。

３
）『
新
村
出
全
集
』
第
七
巻

筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
六
月
）に
収
載
。
本
文
は
、

そ
れ
に
よ
る
。

４
）
英
語
名
を
「T

h
e C

h
in
ese S

eria
l

」
と
い
う
。
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
の
英
華

書
院
が
発
行
し
た
漢
字
月
刊
紙
で
、
中
国
と
西
欧
の
事
情
を
伝
え
た
も
の
。

５
）

二
十
一
回
生
」
は
、
吉
田
松
陰
の
自
号
。

６
）『
韓
非
子
』
難
勢
篇
に
、『
周
書
』
を
引
い
て
、

為
虎
傅
翼
、
将
飛
入
邑
択
人

而
食
之
」

虎
の
為
に
翼
を
傅つ
く
る
な

か
れ
、
将
に
飛
び
て
邑
に
入
り
人
を
択
び

て
之
を
食
は
ん
と
す
）と
あ
る
。

７
）

関
西
大
学
中
国
文
学
研
究
会
報
」
三
十
三
号
。

８
）
後
述
の
ロ
バ
ー
ト

モ
リ
ソ
ン
訳
『
神
天
聖
書
』
な
ど
の
漢
訳
が
す
で
に
あ
っ
た

が
、
一
八
四
三
年
に
そ
の
改
訳
決
議
が
行
わ
れ
た
。
だ
が
主
に
イ
ギ
リ
ス
人
宣

教
師
と
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
あ
い
だ
で
、
訳
語
問
題
で
一
致
で
き
ず
、
一
八

五
〇
年
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
訳
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

９
）
た
と
え
ば
、
第
一
話
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
で
は
「
豺
烹
羊
」

豺
やまいぬ

羊
を
烹ころ

す
）と
い
う
題
だ
が
、『
漢
訳
伊
蘇
普
譚
』
で
は
「
豺
害
羊
」

豺

羊
を
害
す
）

と
な
っ
て
い
る
。

烹
」
の
字
が
解
釈
し
に
く
い
た
め
に
「
害
」
と
い
う
分
か
り

や
す
い
字
に
改
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

10
）
も
ち
ろ
ん
、
吉
田
松
陰
が
も
っ
ぱ
ら
『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
よ
っ
て
西
欧
を
理
解

し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
松
陰
の
西
欧
認
識
は
、
佐
久
間
象
山
を
は
じ
め

多
く
の
情
報
源
か
ら
得
た
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
。
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